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ニュースレター【事務局情報】シリーズ北見市武道館トレーニング器具と安全使用は今週もお休みします！ 

北見居合道連盟が北海道居合道大会で活躍！9 月 11 日（日）千

歳市総合武道館で第 46 回北海道居合道大会が開催されました。北見居

合道連盟から数年ぶりに団体 1 チームが編成されて参加しました。他

の選手に劣らない健闘ぶりを発揮し、次回の展望が開けました。また、

大会に合わせて段位審査会が行われて八名の剣士（初段５名、二段 2

名、三段 1 名）が合格しました。三浦清富北見居合道連盟会長は「代を担う拳士の人たちが学んだこと

を後世に古武道の文化を伝承されていくことを期待します。」と昇段者の誕生を喜んでいました。 

北見居合道連盟創立６０周年記念の演武会が開催されました！ 

１０月 9日北見市武道館（道場 3）に於いて、北見居合道

連盟創立 60 周年記念演武会が開催されました。デンマー

クやエジプトなどからも参加、国際色豊かな 60 周年記念

演武会になりました。夜には祝賀会も行われました。 

北見市教育委員会主催「柔道の安全指導」講習会が開催されました！ 

９月２７日（火）北見市武道館で、「柔道の安全指導」講習会が開催されました。

北見市１５校の中学校で、武道必修体育授業に柔道を選択した中学校は、東陵・

光西・東相内・温根湯・高栄の５校で、北見市教育委員会が中学校体育授業にお

いて安全な体育柔道授業が行われるよう毎年開催されています。平成２４年より

全国中学校武道必修が行われていますが、北見市での柔道事故は起きておらず、今後も多くの中学生が、安

心して柔道の楽しさを学べるよう安全指導者講習会は続けられる予定となっています。 

連載「武道宝鑑」第６弾 剣道の奥義を語る 高野佐三郎 大日本武徳会剣道範士 
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